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第２章 
第一種事業の目的及び内容 

P.2-1[3]～P.2-17[19] 
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事業の目的① 

• 川崎天然ガス発電株式会社は、新日本石油株式会社
（現ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社）と東京ガス株式
会社の共同出資により平成13年に設立された。 

• 設立以来、一貫して、クリーンな天然ガスを燃料にした 
発電事業の実現に取り組んでいる。 

• 平成20年に1・2号機（出力合計約85万kW）の営業運転 
を開始した。 
（運転開始：1号機 H20年4月、2号機 H20年10月） 
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事業の目的② 

• 平成28年4月より電力の小売りが全面的に自由化される
予定である。 

• これに対応すべく、新電力を通じてより多くのお客さまに
安価で環境負荷が少ない電気を安定してお届けできる
よう、最新のコンバインドサイクル発電方式による天然 
ガス火力発電設備（3・4号機）を増設する。 

• 運転開始目標：3号機 H33年前半、4号機 H33年後半 

 

※新電力：正式名称は特定規模電気事業者（略称：PPS） 

  JX日鉱日石エネルギー株式会社、東京ガス株式会社（株式会社 
  エネットを含む）がPPS事業者となっている。 
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事業の内容 
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事業の名称 川崎天然ガス発電所３・４号機増設計画 

事業実施 

想定区域 

神奈川県川崎市川崎区扇町１２番１号 

 ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社 川崎事業所の敷地内 
 面積：約 ２７４，４００ ｍ２ 

原動機の 
種類 

ガスタービン及び汽力（コンバインドサイクル発電方式） 

出 力 ３号機：約５５万ｋＷ、４号機：約５５万ｋW、合計：約１１０万ｋW 

燃 料 天然ガス 

工事着工 
時期 

３号機：平成３０年後半（予定）、４号機：平成３１年前半（予定） 

運転開始 
時期 

３号機：平成３３年前半（予定）、４号機：平成３３年後半（予定） 
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事業実施 
想定区域 

事業実施想定区域 

川崎市 

横浜市 

神奈川県 

東京都 

事業実施想定区域の位置 
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周囲の状況 

6 

  都市計画用途地域（住居系地域） 
      第1種中高層住居専用地域 
      第1種住居地域 
      第2種住居地域 

      準住居地域 

  都市計画用途地域（その他の地域） 
      近隣商業地域 
      商業地域 
      準工業地域 
      工業地域 
      工業専用地域 

 

事業実施想定区域 
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事業実施想定区域の現状 

7 

 

事業実施 

想定区域 

川崎天然ガス 

発電所(現状) 

JX日鉱日石エネルギー川崎事業所 
 既設排水口 

※事業実施想定区域内の三協興産㈱、川崎バイオマス発電㈱ 
 及びジャパンバイオエナジー㈱の土地の改変は行われない。 

事業実施 
想定区域 

川崎天然ガス 
発電所(現状) 
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配置及び構造等 
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検討項目 検討結果 理由 

発電設備の
位置 

川崎事業所の敷地内 
既設の工業用水道、燃料用パイプライン等
の有効活用が可能 

発電設備等
の規模 

総出力約110万kW 
利用できる敷地の面積及び電力系統連系
可能規模等を考慮 

発電設備等
の配置 

複数案（A案、B案） 
利用できる敷地、公道からの離隔距離、  
メンテナンス性などを考慮 

煙突の高さ 約102m 
隣接する１・２号機の建物高さを考慮（１・２
号機と同じ） 

復水器の 
冷却方式 

冷却塔による淡水循環
冷却方式 

温排水が発生しない（１・２号機と同じ） 
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配置案（Ａ案） 
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・１・２号機の西側エリアに広い 
 敷地を確保でき、これをメンテ 
 ナンスなどで活用することが 
 できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     事業実施想定区域 

     3・4号機の設置予定位置 

 

※事業実施想定区域内の三協興産株式会社、 
 川崎バイオマス発電株式会社及びジャパン 
 バイオエナジー株式会社の土地の改変は 
 行われない。 

 

 

JX 日鉱日石エネルギー川崎事業所 

 既設排水口 

Ａ案 
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JX 日鉱日石エネルギー川崎事業所 

 既設排水口 

配置案（Ｂ案） 
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・３・４号機ともに公道からの離隔 
 距離を確保でき、敷地境界に 
 おける振動、騒音対策の面で 
 有利である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     事業実施想定区域 

     3・4号機の設置予定位置 

 

※事業実施想定区域内の三協興産株式会社、 
 川崎バイオマス発電株式会社及びジャパン 
 バイオエナジー株式会社の土地の改変は 
 行われない。 

 

Ｂ案 
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発電設備の概念 
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ばい煙に関する事項 
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項 目 単 位 
現 状 将 来 

1号機 2号機 1号機 2号機 3号機 4号機 

排出ガス量 
湿りガス m3

N/h 2,060,000 同 左 現状どおり 現状どおり 2,318,000 同 左 

乾きガス m3
N/h 1,900,000 同 左 現状どおり 現状どおり 2,113,000 同 左 

実酸素濃度（設計値） % 13.7 同 左 現状どおり 現状どおり 12.6 同 左 

煙 突 

種 類 － 鋼製円筒形 同 左 現状どおり 現状どおり 鋼製円筒形 同 左 

地上高 ｍ 102.1 同 左 現状どおり 現状どおり 約102 同 左 

頂部口径 ｍ 5.45 同 左 現状どおり 現状どおり 5.9 同 左 

煙突出口のガス温度 ℃ 85 同 左 現状どおり 現状どおり 85 同 左 

煙突出口のガス速度 m/s 32.2 同 左 現状どおり 現状どおり 32 同 左 

窒素酸化物 
排出濃度 ppm 5以下 同 左 現状どおり 現状どおり 5以下 同 左 

排出量 m3
N/h 13.9以下 同 左 現状どおり 現状どおり 17.8以下 同 左 

注：1.1・2号機の現状は、1・2号機評価書の記載値（実酸素濃度を除く）である。 
   2.排出濃度は、乾きガスベースであり、O2濃度16％の換算値である。 
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用水に関する事項 
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項 目 
現 状 将 来 

1・2号機 1～4号機 

プラント用水 

日最大使用量 23,280ｍ3 58,980ｍ3 

日平均使用量 19,450ｍ3 55,150ｍ3 

取水方式 川崎市工業用水道から受水する。 現状どおり 

生活用水 

日最大使用量 30ｍ3 60ｍ3 

日平均使用量 10ｍ3 20ｍ3 

取水方式 川崎市上水道から受水する。 現状どおり 

注：1・2号機の現状は、1・2号機評価書の記載値である。  
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一般排水に係るフロー 
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工業用水 

上水 

純水装置 

冷却塔 

その他プラント設備 

排水処理設備 

合併処理浄化槽 事務所等 

排水口 

冷却塔 
ブロー水 

純水装置排水 

プラント 
雑排水 

生活排水 

蒸発等 

排熱回収ボイラ 

ボイラ 
ブロー水 

水質測定箇所 
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主要な陸上輸送経路 
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事業実施想定区域 
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その他の事項 
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悪 臭 
排熱回収ボイラ内に設置する排煙脱硝装置で還元剤としてアンモニアを使用
するが、適正な維持、管理によって漏洩を防止する。 

地盤沈下 地盤沈下の原因となる地下水の取水は行わない。 

工事中の 

排水 
工事排水及び雨水排水は、仮設排水処理設備等により適切に処理した後、
既設排水口より排出する。 

土壌汚染 土壌汚染の原因となる物質は使用しない。 

緑化計画 
「工場立地法」、「川崎市工場立地に関する地域準則を定める条例」、「川崎市
緑化指針」に基づき、敷地内に必要な緑地等を整備し、維持管理を行う。 

廃棄物 
工事中に発生する建設廃棄物及び発電設備の運転に伴い発生する排油・汚
泥等は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等に基づき適正に処理する。 

基礎掘削工事等に伴い発生する土砂は、盛土等に有効利用する。 

二酸化  
炭素 

最新の発電効率の高いコンバインドサイクル発電方式を採用し、発電設備の
適切な運転管理、設備管理により高い発電効率を維持するとともに、発電  
効率が著しく低下する低負荷運転を行わないこと及び所内の電力・エネル
ギー使用量の節約等により、単位発電量当たりの二酸化炭素排出量をより 
一層低減することに努める。 
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第４章 

第一種事業に係る計画段階配慮事項
に関する調査、予測及び評価の結果 

P.4.1-1[177]～P.4.4-2[242] 

17 
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計画段階配慮事項の選定 
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環境要素の区分 影響要因の区分 計画段階配慮事項として選定する理由 

大気質 窒素酸化物 
施設の稼働 
（排ガス） 

最新の排煙脱硝装置の採用等の環境保全
措置を講じることで、環境への影響を低減
することが可能であるが、川崎市は、大気
汚染防止法に基づく窒素酸化物の総量 
規制地域となっているため、計画段階配慮
事項として選定する。 

動 物 

重要な種及び注目
すべき生息地 

（海域に生息するも
のを除く。） 

地形改変及び 
施設の存在 

事業実施想定区域において、コチドリ等の
重要な種の生息が確認されたことから、 
施設の存在に伴い生息環境への影響が 
想定されるため、計画段階配慮事項として
選定する。 

景 観 
主要な眺望点及び
景観資源並びに 
主要な眺望景観 

地形改変及び 
施設の存在 

事業実施想定区域周辺に眺望点が存在し、
施設の存在に伴い主要な眺望景観への 
変化が想定されるため、計画段階配慮事項
として選定する。 
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大気質：二酸化窒素寄与濃度予測結果 
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  一般局 

    （No. 1～5、7～33） 

 

    最大着地濃度（陸域） 
    ：0.00004ppm 

 
単位：ppm 

10km 20km 

0.00001 

0.00001 

0.00001 0.00002 

0.00003 

0.00002 

0.00003 

0.00003 

0.00002 0.00002 

0.00001 

事業実施想定区域 
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大気質：予測結果と環境基準の対比 

20 

都
道
府
県 

市町村 

図
中
番
号 

測定局名 
寄与濃度 
 （ppm） 
（a） 

バックグラ
ウンド濃度  
（ppm） 
（b） 

将来予測 
環境濃度 
 （ppm） 
（a+b） 

寄与率 
  (a)/(a+b) 

環境基準
の年平均
相当値 
(ppm) 

東
京
都 

港区 4 港区台場 0.00002 0.027 0.02702 0.1 

0.032 神
奈
川
県 

横浜市中区 15 中区加曽台 0.00004 0.021 0.02104 0.2 

横浜市中区 16 中区本牧 0.00003 0.019 0.01903 0.2 

横浜市 
保土ヶ谷区 

18 
保土ケ谷区桜
丘高 

0.00003 0.019 0.01903 0.2 

横浜市 
金沢区 

20 金沢区長浜 0.00003 0.016 0.01603 0.2 

横浜市 
港南区 

22 
港南区野庭中
学校 

0.00003 0.017 0.01703 0.2 

川崎市幸区 30 
幸スポーツセン
ター 

0.00004 0.022 0.02204 0.2 
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動物：現地踏査での重要な種確認位置 

    事業実施想定区域 

 

    カワウ（通過） 

    コチドリ（止まり） 

 

    樹木植栽地 

    二次草地 

    道路・建造物・造成物 

 

※三協興産㈱、川崎バイオマス発電㈱ 
  及びジャパンバイオエナジー㈱の 
  土地の改変は行われないため、 
  白抜きで示す。 
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動物：重要な種の予測結果 
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分
類 

種 名 一般的な生息環境 
事業実施想定区域で利用す

る可能性がある環境 

利用する可能性がある 
主要な生息環境の消失度 

A案 B案 

鳥 
 
類 

カワウ 樹林、水域等 道路･建造物･造成物 △ ▲ 

コチドリ 砂地や砂礫地等 
二次草地 
道路･建造物･造成物 
砂礫地 

― ― 

コアジサシ 砂地、水域等 
二次草地 
道路･建造物･造成物 

― ― 

カワセミ 
川、湖等の砂質や粘土質の崖地
等 

道路･建造物･造成物 △ ▲ 

ハヤブサ 
山地の断壁の岩棚、広い草原や
原野等 

二次草地 
道路･建造物･造成物 

― ― 

モズ 樹林、二次草地 
樹木植栽地 
二次草地 

▲ △ 

ツバメ 
人家や建築物等の市街地、田畑、
草原等 

樹木植栽地、二次草地 
道路･建造物･造成物 

― ― 

カワラヒワ 樹林等 
樹木植栽地 
二次草地 
道路･建造物･造成物 

― ― 

昆
虫
類 

クロイトトンボ 平地の池沼 なし ― ― 

ニセハネナガヒシ 
バッタ 

河原の砂地等の湿った裸地 二次草地 ▲ △ 

注：「△」：別案と比較して影響は低減される。「▲」：別案と比較して影響が大きい。 
   「－」；別案と比較して影響の差がない。 
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景観：眺望点の位置 
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     眺望点候補地 

事業実施想定区域 

0 

  

  

1 

 

2kｍ 

大川町緑地 

京浜運河 

川崎マリエン 



Copyright © 2015 Kawasaki Natural Gas Power Generation Co., Ltd. All Rights Reserved. 

景観：大川町緑地 現況 
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景観：大川町緑地 将来Ａ案 
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注：発電設備の配置については、今後の検討結果に基づいて変更される可能性がある。 
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景観：大川町緑地  将来Ｂ案 
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注：発電設備の配置については、今後の検討結果に基づいて変更される可能性がある。 
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景観：京浜運河 現況 
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景観：京浜運河 将来Ａ案 
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注：発電設備の配置については、今後の検討結果に基づいて変更される可能性がある。 
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景観：京浜運河 将来Ｂ案 
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注：発電設備の配置については、今後の検討結果に基づいて変更される可能性がある。 
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景観：川崎マリエン 現況 
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景観：川崎マリエン   将来Ａ案 
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注：発電設備の配置については、今後の検討結果に基づいて変更される可能性がある。 
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景観：川崎マリエン   将来Ｂ案 
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注：発電設備の配置については、今後の検討結果に基づいて変更される可能性がある。 
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総合評価 
選定した計画段階配慮事項に関して、調査、予測及び評価を行った
結果は以下のとおり。 

 

• 構造計画（発電設備の規模・煙突の高さ等） 
二酸化窒素の将来予測環境濃度が年平均相当値を下回っている
こと等から、大気質への重大な影響は回避されていると評価する。 

 

• 配置計画（複数案（A案、B案）を設定） 
動物の重要な種の主要な生息環境への影響が小さいこと、 
主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観への影響が
小さいことから、A案、B案ともに重大な影響はないものと評価する。 
 
なお、複数案（A案、B案）のどちらを採用するかについては、今後
の設備の詳細検討等により決定する。 
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